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第17回 エル・フェスタ 趣旨
発 達 障 が い ・ 精 神 障 が い の 方 の 就 労 や 生 活 相 談 が 増 加 し て い ま す 。

学 生 時 代 か ら 特 性 が 表 出 し て い て も 、 気 付 き や 受 容 が で き な い 事 も 多 く
社 会 人 に な っ て 対 人 面 の し ん ど さ 、 仕 事 が う ま く い か な い 、 な ど か ら 、
二 次 障 が い （ 精 神 症 状 ） が 現 れ 、 相 談 に 至 る こ と が あ り ま す 。
そ の た め 、 周 り の 人 た ち が 困 っ て い る 方 の 良 い タ イ ミ ン グ で サ ポ ー ト し 、
困 っ て い る 期 間 を 少 し で も 短 く で き れ ば と 考 え て い ま す 。

困 り ご と が あ っ た 時 に 、 「まずは相談してみよう 」 と 思 っ て い た だ き 、
“いろんな支援がある・いろんな選択肢がある ” と い う こ と を で き る だ け
早 い 段 階 で 知 っ て い た だ け る よ う 、 周 知 し て い き た い と 考 え て い ま す 。
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1．相談窓口

【 障がい児・障がい者の相談窓口 】 障がい者手帳や福祉サービス等の申請、相談など

障がい福祉サービスとは、障がいや難病のある児、者に対し、障害者総合支援法、児童福祉法

に基づくサービスの総称です。

障がい者（１８歳以上）のサービスには、大きく分けて障がい支援区分を取得しないと利用できない

①介護給付と取得せずとも、利用できる②訓練等給付がある。

障がいサービスを利用している方は③計画相談支援給付費を利用し、“計画相談員”と呼ばれる

「相談支援専門員」が支援をしている場合がある。

市役所 （障がい福祉課）

自立支援給付
②訓練等給付
・自立訓練
・就労移行支援
・就労継続支援 ＜A型、B型＞
・就労定着支援
・共同生活援助 （ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）
・自立生活援助

①介護給付
・居宅介護
・同行援護
・行動援護
・短期入所
・生活介護

など
③計画相談支援給付費

※自立支援給付の一部抜粋

①基幹相談支援センター事業①基幹相談支援センター事業①基幹相談支援センター事業①基幹相談支援センター事業

地域の総合相談・専門相談窓口として、相談内容に応じて、適切な支援機関と連携を図り、

サポート体制を築きます。

②委託相談支援事業②委託相談支援事業②委託相談支援事業②委託相談支援事業 （知的・身体・精神・児童）

障がい種別ごとの生活全般に関する相談を実施。（サービスを必要とされていない方の相談にも対応）

③指定特定相談支援事業③指定特定相談支援事業③指定特定相談支援事業③指定特定相談支援事業（計画相談）

障がい福祉サービスの調整、相談を実施。（計画作成やモニタリングの実施）

・守口障害者生活支援事業所みみ（身体）
・わかたけ園（知的）
・地域活動支援センターシュポール（精神）
・さいな（精神）
・オールケア相談支援センター（児童）
・相談支援センターみらい（児童）

・　障がい者相談支援事業所　あん（精神）
・　門真市障がい者相談支援センター
　　ジェイ・エス　（知的・身体・児童）

※相談支援体制は、下記の３層構造に
役割、機能が分かれています。相談支援事業所

守口市内に15事業所があります
　　＊別紙参照

門真市内に２１事業所があります。
　　＊別紙参照

２

守口市役所HP 門真市役所HP

地域のワンストップ窓口としての機能もありますが、相談支援事業所の機能強化のための取り組み、他分野との連携強化
の取り組み（官民共同で学習会の開催）、障がい福祉サービス事業所に向けて、研修や講演会の実施など、「地域づくり」に
も積極的に取り組んでいます。



【 障害者総合福祉法の障害福祉サービス（訓練等給付） 】 ＜利用期間：原則2年間＞

就労を希望する65歳未満の障がいのある方で、通常の事業所に雇用されることが可能と見込

まれる方に、生活活動・職場体験等の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、

求職活動に関する支援、適任に応じた職場の開拓、就職後における職場への定着のために

必要な支援を行う事業所です。

★通所・訓練を通して生活リズムの安定・仕事に耐え得る体力をつける。

★通所実績は、就活において大きな強みになる。

★資格勉強、カウンセリング、グループワーク、企業実習など様々な事が可能。

★ご本人の所感と、支援スタッフや企業からの評価をすり合わせながら

適した就労の形を探っていく。

★就職活動のスタートから内定、その後の安定までをフォローすることが出来る。

※エル・フェスタin北河内西２０２４ 参加機関のみ掲載

就労移行支援事業所 ＜申請＞ 市役所障がい福祉課

2．働くための準備や訓練

３
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＜申請＞ 市役所障がい福祉課
ハローワーク 専門援助窓口

※上記２か所の申し込みが必要です。

【 障害者総合福祉法の障害福祉サービス（訓練等給付） 】 ＜雇用型＞

障害者総合支援法にもとづいた福祉サービスの1つで、障害や難病がある人が、雇用契約を

結んだ上で一定の支援がある職場で働くことができるものです。

事業所内での生産活動及び事業所外での就労などを通じて利用者が一般企業に就職するた

めに必要な知識と能力を身につける支援を行っています。

就労継続支援A型事業所

※エル・フェスタin北河内西２０２４ 参加機関のみ掲載
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【 障害者総合福祉法の障害福祉サービス（訓練等給付） 】

障がいや難病等があり、一般企業で働くことに難しさを感じる方に、生活面等の支援も行い

ながら、働く場所や訓練の機会を提供する障がい福祉サービスのひとつです。

雇用契約を結ばないため、支払われる工賃は最低賃金より低い場合がほとんどですが、

体調や特性に合わせた時間や内容で働くことができます。作業内容は各事業所によって様々

です。医師の診断等により、障がい者手帳がなくても利用できることがあります。

※エル・フェスタin北河内西２０２４ 参加機関のみ掲載

就労継続支援B型事業所

ソラールソラールソラールソラール

５

＜申請＞ 市役所障がい福祉課
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【学齢期の支援】※ 一 部 抜 粋

障がいや特別な教育的ニーズを持つ児童・生徒が通う学校。小・中学部では生活面の自立に

向けた取り組み①を、高等部からは各教科の学習に加え、作業や校内実習をおこない「働く力」

を身につけていきます②③。卒業後は企業就労だけでなく訓練校、就労系の福祉サービスの利

用など個々の力を高めていく様々な進路先があります④⑤⑥。また、より職業教育に重点を置

いたカリキュラムを実施している高等支援学校もあります。

特別支援学校 (高等部 )

③企業へ複数回実習に行き就労に向けてのスキルの獲得や課題の克服に取り組みます。

⑤ステップアップしながら企業就労をめざします。

⑥自分の可能性を伸ばし、生き生きと過ごせる進路を選んでいきます。

放 課 後 デ イ サ ー ビ ス

① ②

③

④

⑤ ⑥

高
等
部

６

※エル・フェスタin北河内西２０２４ 参加機関のみ掲載

【 児童福祉法の障がい福祉サービス 】

障がいのある学齢期の児童に対し、学校の放課後や学校休業日に通所することで、

療育的支援を行うサービスです。

＜申請＞ 市役所障がい福祉課

※その他、18歳未満の児童を対象とした福祉サービスには、児童発達支援、医療型児童発達支援、

居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援などがあります。

守口支援学校HP
⇒

寝屋川支援学校HP
⇒

大阪府教育委員会HP ↑
各種学校の案内があります。



3．生活・日中活動の支援

【 障害者総合福祉法の地域生活支援事業 】

〇目的 ： 活動や社会交流の機会等を提供し、障がいのある方の地域生活を支援する

〇事業内容 ： 地域で生活している障がいのある方に対して、

・生活支援（食事提供、入浴支援など） ・仲間づくり

・くつろげる場所・安心して過ごせる居場所の提供、

・地域交流（地域のお祭りや会議への参加）などの活動をしています。

〇特徴 ： 市町村が中心に運営するため、地域の実情にあわせて柔軟に運営します。

地域活動支援センター

自立訓練事業所
【 障害者総合福祉法の障がい福祉サービス（訓練等給付） 】 ＜利用期間：原則２年間＞

『自立訓練事業所』は機能訓練と生活訓練の２つに大別されます。

〇機能訓練 ：身体機能や生活能力の維持・向上などの為、一定の支援が必要な

障がいがある方を対象にリハビリなどを行います。

〇生活訓練 : 日常生活を営む上で課題を抱えている障がいがある方を対象に、

生活能力やADL(食事や睡眠、入浴などの日常生活動作)の

維持・向上の為のサポートを行います。

自立訓練を利用されている方の目的としては、生活習慣を改善したり、生活能力や

自己管理能力を身に付けて心身を安定させたり、または地域での生活や働く準備などが

あげられます。

＜申請＞ 市役所障がい福祉課

※エル・フェスタin北河内西２０２４ 参加機関のみ掲載

７
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社会福祉協議会

・どうしたらいいかわからずに困っている

・誰にも言えないで悩んでいる

・生活のこと、家族のことなどの困りごとや不安があり悩んでいる

・生活上の問題を抱えている

どこに相談したらいいのかわからない時は、どこに相談したらいいのかわからない時は、どこに相談したらいいのかわからない時は、どこに相談したらいいのかわからない時は、CSWCSWCSWCSWに相談ください。に相談ください。に相談ください。に相談ください。

（CSW）コミュニティソーシャルワーカ―とは、

生活上の問題を抱えている地域住民（個人や家族）に対して

その問題を解決に向けたお手伝いをいたします。

＜いきいきネット相談支援センター＞

【 障害者総合福祉法の障がい福祉サービス（訓練等給付） 】

共同生活を行う住居（グループホーム）で、相談や日常生活上の援助を行います。

共同で生活するタイプと一人暮らしに近いタイプ（サテライト型など）の住居があります。

居宅介護 （ ホ ー ムヘルプサービス ）

移動支援 （ ガ イ ド ヘルパー ）

【 障害者総合福祉法の障がい福祉サービス（介護給付） 】

ホームヘルパーが自宅を訪問し、入浴、排せつ、食事、通院等の介護、調理、 洗濯、掃除等

の家事、生活に関する相談や助言など、生活全般にわたる援助を 行います。

＜申請＞ 市役所障がい福祉課

共同生活援助 （ グ ル ープホーム ）

【 障害者総合福祉法の地域生活支援事業 】

屋外移動が困難な人等に外出のための支援を行います。

＜申請＞ 市役所障がい福祉課

＜申請＞ 市役所障がい福祉課

８

いきいきネット相談支援センター
守口市社会福祉協議会 06-6992-2715

住所：守口市京阪本通2-5-5 守口市役所7階
門真市社会福祉協議会 06-6902-6453

住所：門真市御堂町14番1号 守口市社協HP 門真市社協HP

※その他、18歳以上の障がいをお持ちの方を対象とする支援は他にもあります。



4．働くための相談

ハローワークとは、仕事をお探しの方や求人事業主の方に対して、さまざまなサービスを無償で

提供する、厚生労働省が運営する総合的雇用サービス機関です。

「障がいのある方の職業相談窓口」（専門援助部門）では、障がいに理解のある専門のスタッフが、

就職から職場定着まで一貫したきめ細かい支援を実施しています。

【支援メニュー】

・職業相談、求人情報の提供、応募書類の作成支援、面接指導を行います。

・必要に応じ、障害の特性に応じた職業訓練や、専門機関による職業評価をご案内します。

ハローワーク (専門援助部門）

障害者就業・生活支援センター 大阪府下18センターあります

お住いのセンターへご連絡ください

◎◎◎◎ 就労を希望される障害のある方の支援就労を希望される障害のある方の支援就労を希望される障害のある方の支援就労を希望される障害のある方の支援

・障がい特性や課題を把握し、就労準備が必要な方には就労移行支援事業所等へのご紹介や

訓練状況の確認を行い、就労に向けた準備支援をサポートします。

・就職活動の企業への面接同行支援、雇用後の職場訪問、面談等のフォローアップをします。

◎◎◎◎ 日常生活に関わる支援日常生活に関わる支援日常生活に関わる支援日常生活に関わる支援

・本人が就労するため、就労継続をするために関わる生活面の支援を関係機関と連携し実施

します（他の福祉サービスの活用、保健所・医療機関等との連絡調整、居住支援等）。

◎◎◎◎ 企業への雇用管理に関する支援企業への雇用管理に関する支援企業への雇用管理に関する支援企業への雇用管理に関する支援

・採用された障がいのある方の職場定着支援や雇用に関わる相談支援を行います。

９

北河内西障害者就業・生活支援センター北河内西障害者就業・生活支援センター北河内西障害者就業・生活支援センター北河内西障害者就業・生活支援センター

わーくぷらすわーくぷらすわーくぷらすわーくぷらす （守口市・門真市圏域）

TELTELTELTEL＆＆＆＆FAXFAXFAXFAX ：：：： 06060606----6994699469946994----3988398839883988

ハローワーク門真



5．障がい者雇用について
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障がい者雇用の制度には主に障がい者雇用の制度には主に障がい者雇用の制度には主に障がい者雇用の制度には主に3333つの制度があります。つの制度があります。つの制度があります。つの制度があります。

障害者雇用率制度（法定雇用率）障害者雇用率制度（法定雇用率）障害者雇用率制度（法定雇用率）障害者雇用率制度（法定雇用率）

民間企業、国や地方公共団体などの事業主に対し、雇用する労働者のうち障がいのある方の

割合が一定の率以上で雇用するよう義務づけた制度。

この一定の率は「法定雇用率」といいます。

障害者雇用促進法障害者雇用促進法障害者雇用促進法障害者雇用促進法

事業主に対して、労働者の募集や採用の際に、障がいのある人と障がいのない人と同じ機会を与え

なければならないとしています。そのため、障がいがあることを理由に募集や採用の対象から外した

り、不利な条件を提示したりすることが禁止されています。

就職後の待遇についても同様に、賃金や福利厚生などの待遇について不当な差別的扱いをしては

ならないと定められています。

合理的配慮の提供義務合理的配慮の提供義務合理的配慮の提供義務合理的配慮の提供義務

事業主に対して、雇用する障がいのある方に対する「合理的配慮」の提供義務が定められています。

【【【【 障障障障がいがいがいがい者雇用で働く場合者雇用で働く場合者雇用で働く場合者雇用で働く場合 】】】】

障がい者雇用の求人へは、障がい者手帳を持っている方が応募することができます。 面接・入社

の際に障がいに関する相互理解を図ることで、障がいに配慮された働き方がしやすくなります。

【【【【 就職して就職して就職して就職して1111年後の定着率年後の定着率年後の定着率年後の定着率 】】】】

※障害者職業総合センターのデータより

・障がいを開示した障害者雇用：・障がいを開示した障害者雇用：・障がいを開示した障害者雇用：・障がいを開示した障害者雇用：70.470.470.470.4％％％％

・障がいを開示しない一般雇用：・障がいを開示しない一般雇用：・障がいを開示しない一般雇用：・障がいを開示しない一般雇用：30.830.830.830.8％％％％

障がい者雇用と一般雇用では障がいのある方の定着率が約2倍以上の差となっている。



6．当事者の声 ～学生時代・社会人での困りごと～

１１

障がい特性に障がい特性に障がい特性に障がい特性に

気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ

社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの

困りごと困りごと困りごと困りごと

学生時代の学生時代の学生時代の学生時代の

困りごと困りごと困りごと困りごと

障がい障がい障がい障がい

現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関

大学生の時、寝てばかりの

時もあったけど、衝動的に遠

出しようと動いたことがあっ

た。その時に父に病院に連

れていかれたことがきっか

け。

寝て過ごすことが多く、ひ

きこもっていた時期もあっ

た。仕事をしたこともある

けれど、普通の人ができ

ることがうまくできなかっ

た。

心配ごとが止まらず、ボーっとし勉強がし

にくかった。しんどくて寝てばっかりの時期

もあった。身体の病気と思い病院へ行った

が異常なかった。

気分障がい気分障がい気分障がい気分障がい

B型事業所型事業所型事業所型事業所

自分のとった行動が、周りの

人の普通とは違うと感じた。

なんかズレていると感じた。

職場の人との関係、人付

き合い（行きたくないご飯

や遊びの誘い）家族との

関係など。

小学校では友人関係で困った時は、先生

が間に入ってくれたが、中学は大きく環境

が変化した。友人グループに入ることや、

団体行動、班の交換ノートがしんどかった。

先生が厳しく、理不尽な注意や叱責を見て、

先生や学校がこわかった。怒られないよう

に顔色を見ていた。誰にも悩みを言えず、

学校に行きたくなかったが休ませてもらえ

ず、保健室登校していた。知的障がいの検

査をしたが非該当だった。親から「気持ち

の問題」と言われてつらかった。

発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい

（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

高校在籍時、学校の先生か

らのアドバイス。

周囲に理解されない、自

分のことを分かってくれな

い、そのことからの人間

不信。

周囲の人に理解されない、自分が周りと違

う。不登校になり自主退学。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

健診で聴覚情報の苦手さを

指摘されていることは親から

聞いていた。幼稚園の頃か

ら一人遊びが楽しく、みんな

と遊ぶのはどう振舞えば良

いかわからず、疲労感を感

じていた。中学なり、聴覚情

報の弱さからくる困難さが顕

著になったこと、職場での指

示などについていけないこと

など、後からの気付きとなっ

た。

就職すると、学生時代よ

りも口頭での説明や指示

が多くなり大変だった。マ

ニュアルや紙に書いてく

れると頭に入りやすい。

極力メモをするようにして

いた。

就学前検診で、聴覚情報能力の弱さを指

摘され、視覚情報は強いと言われていた。

中学から視覚情報だけでは対処しきれなく

なり、周囲との会話や授業内の口頭説明

や重要情報が入らず、勉強についていけ

なかった。0(ゼロ）100思考の特性もあり、

板書をすぐに消されたり、聞き取りができ

なかったり、情報の一部がわからないこと

で、全体理解が難しかった。忘れ物も多く、

内申も取れない、自己肯定感が下がった。

高校時、ノート（板書）記載内のみテスト範

囲とされた時は点数が取れた。

精神障がい（うつ）精神障がい（うつ）精神障がい（うつ）精神障がい（うつ）

発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい

(自閉症スペクトラム症）自閉症スペクトラム症）自閉症スペクトラム症）自閉症スペクトラム症）

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

職場で臨機応変な対応や

困っていることをうまく伝える

ことができない。

職場での臨機応変な対

応や困っていることをうま

く伝えることができない。

中学で勉強面の苦手さあり、高校はエンパ

ワメント校へ進学。勉強面でも大変だった

が、友人関係、自分の気持ちを伝えること

が苦手で、先生から声掛けはあったが、聞

かれてもどう伝えてよいかがわからなかっ

た。テストの時に鉛筆を忘れて言い出せず、

そのまま過ごし0点になった。

発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい

（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）（自閉症スペクトラム）

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

今回のエル・フェスタでインタビュー動画をいただいた方以外にも、今回のエル・フェスタでインタビュー動画をいただいた方以外にも、今回のエル・フェスタでインタビュー動画をいただいた方以外にも、今回のエル・フェスタでインタビュー動画をいただいた方以外にも、

当事者アンケートを行いました。当事者アンケートを行いました。当事者アンケートを行いました。当事者アンケートを行いました。

見た目ではわかりに く い しん ど さについて 、どのよ うな こ と に困 り 、 支援へ見た目ではわかりに く い しん ど さについて 、どのよ うな こ と に困 り 、 支援へ見た目ではわかりに く い しん ど さについて 、どのよ うな こ と に困 り 、 支援へ見た目ではわかりに く い しん ど さについて 、どのよ うな こ と に困 り 、 支援へ

繋が ったのか？繋が ったのか？繋が ったのか？繋が ったのか？ 誰一人同 じはない十人十色な経験を教えていただき ま し た 。誰一人同 じはない十人十色な経験を教えていただき ま し た 。誰一人同 じはない十人十色な経験を教えていただき ま し た 。誰一人同 じはない十人十色な経験を教えていただき ま し た 。

当事者の方の当事者の方の当事者の方の当事者の方の “ リ アルな声 ”“ リ ア ル な声 ”“ リ ア ル な声 ”“ リ ア ル な声 ” を ぜひ じ っ く り と 読んでいただける と幸いです 。をぜひ じ っ く り と 読んでいただける と幸いです 。をぜひ じ っ く り と 読んでいただける と幸いです 。をぜひ じ っ く り と 読んでいただける と幸いです 。



１２

学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート

就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、

取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと

支援機関へ支援機関へ支援機関へ支援機関へ

繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯

障がい受容の障がい受容の障がい受容の障がい受容の

経緯経緯経緯経緯

・もっと早くB型など福祉サービスの事

業所や情報を欲しかった。そうしたら

無理に大学に行ったり、就職したりし

なくてもよくて、違う選択肢があった。

・励ますだけではなく、しんどさをわ

かってほしかった。話を聞いて欲し

かった。

B型事業所へ通所して、生活

リズムを整えること。

就労継続支援A型事業

所での仕事がしんどく

なり、相談支事業所（計

画相談）に相談をして、

今のB型事業所へつな

がった。

診断を受けて先生に話しを聞い

てもらって、しんどさをわかって

もらえたのでホッとした。

言葉でうまく伝えられなかった。しんど

い気持ち、本音を聞いてほしかった。

就業・生活支援センター主

催のSST講座で職場での受

け答えの仕方を学んだ。

職場の人との関係性が

しんどくなり、家族から

すすめられ就業・生活

支援センターへ繋がっ

た。

就業・生活支援センター登録し

てから、発達の検査を受け判定

された。すぐには受け入れ難

かったが、職業センターの職業

評価や今後の働き方などを考え

ていく中で、徐々に自分の特性

理解をしていった。

早期に福祉へ繋いで頂いたことが、

早期の福祉サービス・支援の提供開

始に繋がった。

自身の感情との向き合い方

（アンガーマネジメント）

家族が市の子育て支援

課へ相談し、就労移行

支援事業所へ連絡して

くれた。

学校の先生からのアドバイスで、

障がいを受容し、手帳を取得。

健診情報の伝達と周囲への理解促

進。親も大丈夫と思い、配慮事項とし

て伝えていなかった。聴覚情報が苦

手のため、後で見返しできる資料（重

要事項は紙で渡す）や板書をすぐに

消さない配慮、集団場面のコミュニ

ケーションのサポートがほしかった。

現在なら、授業動画・録音の許可が

あると、勉強理解に繋がったと思う。

精神科デイケアの就労支援

プログラムにて、障がい特性

や対処法を学んだことで、自

己理解が深まり、体調安定

にもつながった。

うつとなり、親から指摘

され精神科受診。病院

より福祉の事業所を

知った。

仕事が定着せず、うつになり受

診がきっかけで、発達障がい

(ASD)要因のうつと判明したこと

で、ASD(自閉症スペクトラム)の

受容となった。

困ったことを伝えられるよう、話を聞

いてほしかった。

就労移行支援事業所にて、

職場体験や自己理解、コミュ

ニケーションを学んだ。自己

理解が深まったことで、対処

方法を身につけられた。

高校で成績とれず就職

斡旋をしてもらえなかっ

たので、就業・生活支

援センターへ相談。就

労移行支援事業所へ

繋がった。

高校時代に検査をして認識した。

それに対して抵抗感はなく周囲

に伝えていた。



１３

障がい特性に障がい特性に障がい特性に障がい特性に

気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ

社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの

困りごと困りごと困りごと困りごと

学生時代の学生時代の学生時代の学生時代の

困りごと困りごと困りごと困りごと

障がい障がい障がい障がい

現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関

大きなきっかけがあっ

たわけではないが、学

生時代からしんどさは

ずっとあり、働きながら

学校に通いだすように

なって、あまりにも不安

が強い時や確認がや

められなくなり、何となく

極端になったような気

がした。

話せる人が家族しかおらず、

行ける場所もクリニックしかな

く、煮詰まった感覚があった。

家族にうまく伝わっていないと

思うと、不安と孤独と怒りを感

じ、物にあたるしか対処できな

かった。不安が強く、だいぶ落

ち着いてはきたが、確認を繰

り返してしまう。音への敏感さ

もあり。

・同級生からの冗談をわかりつつも

引っかかり、上手に返せずしんどかっ

た。近所の人から、学校外の相談室

を勧められ、話を聞いてもらい自分の

ペースで勉強したり遊んだりでき、少

し落ち着き学校へ戻ったが、学校はし

んどいままだった。

・学校では体調が悪い時は、保健室

で休んだり、勉強やテストも受けさせ

てもらえた。話を聞いてくれる場所で

はなかったが、自分のペースで過ご

すことができ、ありがたい場所だった。

・夜間高校へ通学し仕事もしていた。

しんどさを感じながらも部活に入り充

実感もあった、仕事も悪くなかったが、

不規則な生活がストレスになっていき、

何をするにも不安が襲ってきて、家族

のすすめで精神科を受診した。

強迫性障がい強迫性障がい強迫性障がい強迫性障がい

B型事業所型事業所型事業所型事業所

玄関の鍵を閉めたか何

回もチェックしてしまう。

自宅前の歩道にゴミ等

が落ちていないか気に

なる。ケースワーカー

の方に相談に乗っても

らっている時に障がい

特性に気付いた。

職場の上司、先輩との付き合

い方でしんどかった。上司に

飲みに誘われ断り、ケンカを

売られたことがあった。上司に

仕事の事でこうしたら改善さ

れるんじゃないかと伝えたら、

お前にそんなこと言われる筋

合いないと罵倒された。

小6時いじめでクラスで無視されてい

た。担任はしらんふりしていた。親に

言わず、１年間なんとか切り抜けたが、

その頃の事は今でも鮮明にフラッシュ

バックして辛い。

パニック障がいパニック障がいパニック障がいパニック障がい

自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

イライラや外出できなく

なり精神科を受診。そ

こから別の病院を紹介

してもらって気づかされ

た。

会社の会話や指示で意味が

分からず怒られることがあり、

長く働けなかった。それで自

分でもイライラしたこともある。

対処できずに会社を辞める事

が多く生活保護を申請した。

友達との会話でわからない言葉があ

り、聞ける友達には説明してもらって

いたが、それ以外はわからないまま

過ごしていた。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

B型事業所型事業所型事業所型事業所

統合失調症となり通院

をきっかけに検査など

をしてわかった。

言葉の選び方がわからず、相

手から「何を言いたいのかわ

からない」と言われた。頭の中

で気持ちを整理して伝えるこ

とが難しかった。

言葉で伝えることが苦手だった。友だ

ちとの会話やもめ事にどのように対応

して良いかわからなかった。学校で相

談していたが、間には入ってもらえな

かった。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

精神障がい精神障がい精神障がい精神障がい

(統合失調症統合失調症統合失調症統合失調症)

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

中学の先生から、勉強

の苦手さやコミュニケー

ションの苦手さを指摘さ

れ、「障がい者手帳とい

うものがある、そういう

のも覚えておいてね」と

言ってもらった。

高校卒業後、したい仕事がわ

からず、就業・生活支援セン

ターでいろんな企業実習を経

験し、したい仕事を見つけた。

実習の中で、報連相ができて

いないと指摘され、メモを取り、

できるだけ自分から伝えるよ

うにしていった。

人前に出ることや人と話すことが苦手

だった。コミュニケーションを学べる私

学の高校へ行き、集団で行うことを学

んだり、SST、人との関わり方を学んだ。

精神障がい精神障がい精神障がい精神障がい

(発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい)

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター



１４

学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート

就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、

取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと

支援機関へ支援機関へ支援機関へ支援機関へ

繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯

障がい受容の障がい受容の障がい受容の障がい受容の

経緯経緯経緯経緯

・話を聞いてくれ、わかってもらえてい

ると感じると心強かった。

・自分が得意な分野では、同級生とも

一緒に遊んだり活動できたので、得

意なものを一緒に探し出してほしかっ

た。

・同級生との人間関係が一番悩んだ

ため、その点を助けてもらえると楽に

なれたかもしれない。自分からは言え

ないので、当時は嫌がったかもしれな

いが、今思うと強引にでも聞いてくれ

たら話せることがあったかもしれない

と思う。

B型事業所スタッフに相談し、

「まあいいか」と思えることを

増やしている。

ほとんど毎日通所し、利用

者のみんなやスタッフと話を

し、気分転換ができるように

している。

通院先のクリニックの

すすめで、デイケアや、

別の場所でやっていた

グループワークに行き、

そこから事業所に、と少

しずつ繋がっていった。

親などに相談できないことを、自分目

線で話を聞いて欲しかった。

認知行動療法病院のPSWの先生より。通院している精神科で。

病院で検査を勧められたら、もっと早

く自分についての疑問も解消された

かもしれない。が学生のときは若いし

反発もあったので実際に進められて

も検査に行ってなかったと思う。

自分の事をきちんと相手に

伝えられるようにすること。

その上でわからないことを聞

けるようになること。

家族が先に支援受けて

おりその紹介でつな

がった。

診断を受けて、今までの事が障

がいのせいだとわかって受け入

れた。

伝えることが苦手で、人との関係の中

でどのように伝えたら良いか困ること

が多かったので、フォローしてほし

かった。（今は支援機関や職場で、困

りごとが発生した際に、その都度サ

ポートしてもらっている）

B型事業所にて、体調の安

定やコミュニケーション、相

談することの大切さを学んだ。

精神科デイケアの就労支援

プログラムで就労に向けて

必要なことを学んだ。

就職の相談で市役所へ

行ったが、手帳取得し

ていなかったため、くら

しサポートセンターを紹

介された。そこでB型事

業所を教えてもらった。

精神科の主治医より、障がい者

手帳を取得して働くことことや薬

の服用を続けながら働くことが

できると教えてもらい、手帳取得

した。

あいまいな表現が苦手なので、ゆっく

りわかりやすく伝えてもらえたらよ

かった。

高校の先生は障がいに理解があり、

周りの友達もそれぞれ苦手なことが

あったので、助け合えたので問題は

なかった。

就業・生活支援センターで企

業実習へ何社も行くことで、

自分の得意・不得意やした

い仕事がわかった。実習で

指摘されたことをスタッフと

振り返り、次の企業実習で

気をつけるようにしていた。

高校卒業後、職業訓練

校へ行こうと思い、高校

の先生から就業・生活

支援センターへ繋いで

もらった。

中学の時に先生から指摘されコ

ミュニケーションの苦手さは気付

いていたし、高校の心理の先生

からも手帳をすすめられたため。



１５

障がい特性に障がい特性に障がい特性に障がい特性に

気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ

社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの

困りごと困りごと困りごと困りごと

学生時代の学生時代の学生時代の学生時代の

困りごと困りごと困りごと困りごと

障がい障がい障がい障がい

現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関

きちんとしんどさを認識で

きたのは症状が出て病院へ

行ってからだが、小学生くら

いの頃からずっとしんどさが

あることには気づいていたよ

うな感覚もある。

仕事は慣れたら問題なくこな

せたが、人間関係の不安や

イライラが多く、気持ちが不

安定になった。うまく対処で

きず、不眠や幻聴が出て悪

循環になった。当時は、あと

で後悔し落ち込むとわかっ

ていても大声を出したり、物

に当たったり、自傷したりす

ることでしか対処できなかっ

た。現在も幻聴や不眠、強

い不安感やイライラと付き合

いながら生活している。

・同級生、家族のこと、経済的な部分

で困っていた。心配をかけたくない、

告げ口と思われたらと不安から、相談

できなかった。

・クラスの人からいじめを受け、別クラ

スの友人と遊んだり、安心できる時間

があり何とか通えた。

・転校時、いじめ経験から不安で人間

関係の輪に入れなかった。勉強につ

いていくのも難しかった。学校に行か

ず、家事を担っている方が安心できた。

・高校進学したが、友人にからかわれ

たりするのがしんどく、やめて欲しいと

も言えず気を遣いずっと我慢していた。

学校に行けなくなり退学した。

精神障がい精神障がい精神障がい精神障がい

(統合失調症統合失調症統合失調症統合失調症)

B型事業所型事業所型事業所型事業所

就労移行支援事業所にて、

何ができて、何ができないの

かを一緒に試し、できないこ

とが自分の障がい特性だと

気付いた。

電車やバスなどのスロープ

を下ろしてもらう時、満員で

乗れなかったり、駅員さんが

いない事があった。他の乗

客にお願いして車椅子を抱

えて降ろしてもらうなどして

いる。

小中の時、いじめにあった。大学時代、

食堂が混みあうと車椅子の置き場所

に困り外のベンチで食べていた。

二分脊椎症二分脊椎症二分脊椎症二分脊椎症

膀胱機能障がい膀胱機能障がい膀胱機能障がい膀胱機能障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

幼少期の健診で指摘を受け

ており、小学校では支援学

級でフォローを受けていた。

あまり自覚はなかった。中学

生活で忘れ物やできていな

いことが多いと先生から直

接指摘され、メモをとるよう

にしようと具体的な方法を教

えてもらい気付いた。

「要領良く、パパっと終わら

せる」が具体的にどうしてよ

いかわからず、作業に時間

がかかる。思っていることは

たくさんあるが、整理しきれ

ず、要点を文章化することに

時間がかかる。一つずつ

じっくり考えるため複数同時

に物事を進められず混乱す

る

勉強や覚えること、書くことが苦手。

忘れ物が多く、中学の先生にメモする

よう言われたが、要点のみ書くことが

難しかった。高校の共生推進クラスへ

進学し、企業実習をたくさん行い、自

分に合う仕事を考えられた。メモを取

ることなどもその中で実践した。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

幼少期より「落ち着きがな

い」「国語や英語等、文章を

理解するのが苦手」という事

から、親に「何らかの障がい

を持っているだろう」と告げら

れていた。本格的に発覚し

たのは、中学生の頃。ストレ

スからの嘔吐や奇行が目立

つようになり、カウンセリング

を受診。ADHDのボーダーと

告げられた。

過集中になり周囲が見えな

くなる、休憩を忘れる。注意

散漫になりやすく、他者の業

務が気になる。「自分がサ

ポートに入らないといけな

い」という強迫観念じみた思

考になることがあり、他者を

優先し、自分の仕事が終わ

らず負担を抱える。他人の

迷惑になりたくない、失敗し

たことを何とか別の事で埋

め合わせしたいと、周囲を気

にしすぎていた。

伝達事項や部活・委員会の招集日程

を忘れる。メモを取ってもメモ自体を

失くす。そのため、「自分はそんなこと

聞いてない！」となり、周囲に迷惑を

かけた。現在はスマホに予定を入れ

週一のアラームで再確認し防止。

他人の考えを想像するのが苦手で

「空気が読めない」「人の心がわから

ない」と言われることが多々あった。

失敗した時、「何がその人を怒らせた

か」フローチャートにして会話用メモを

作っていた。慣れてからは使用してい

ないが、未だに「空気の読めない」発

言をした時はアップデートをしている。

自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行



１６

学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート

就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、

取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと

支援機関へ支援機関へ支援機関へ支援機関へ

繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯

障がい受容の障がい受容の障がい受容の障がい受容の

経緯経緯経緯経緯

・心配してくれるのは嬉しく、話しても

大丈夫な相手は安心できた。

・学校に行けなかった時、ほとんど毎

日家に来てくれた先生がいて、自分

のために申し訳ない気持ちと、先生

はすごいなぁという気持ちがあった。

一方で、なぜ来るのかわからない部

分もあり、教えて欲しかった。自分の

ことを知ろうとしてくれているのか、学

校に来て欲しいからなのか。自分の

ためか先生自身のためなのか。

・先生と一緒に同級生が来てくれたこ

とがあり、せっかく来てくれたので登

校したが何も喋ってくれず、先生に言

われて来てくれたと思い、よりしんどく

感じた。

・当時は嫌がったと思うが、今思うとも

う少し強引に関わってくれたら、嫌々

でもしんどいながら、勉強には取り組

めていたかも。

・つらい時、自傷をする前に

泣きながらでも事業所スタッ

フに相談している。

・自信を持ってできる仕事が

あるので、なるべく無理せず

続けていけるよう取り組んで

いる。

・事業所スタッフに勉強を教

えてもらっており、内容理解

に自信があるわけではない

が、自分のペースで安心し

て書いたり覚えたりできるの

で、楽しんで取り組めている。

精神科を受診し、症状

が少し落ち着いていき、

B型事業所へ繋がった。

通所事業所でいろいろな人と関

わるようになり、徐々に精神障

がいについて理解した。同じ症

状のある人や、症状は違っても

困りごとが近い人と話し、対処

方法を知った。主治医や家族、

事業所スタッフと相談しながら、

気長に少しずつ自分や自分のし

んどさを理解していき、付き合え

るようになっている。

車椅子で困ることがあり、置き場所の

確保などをしてほしかった。中学時代

にいじめに遭っていた時に、自分の

身体的な障がいについて、周りの生

徒に説明をする時間を作ってほし

かった。

就労移行支援事業所でビジ

ネスの場でのコミュニケー

ションを円滑にできるように

学んでいる。

大学卒業後、病院の相

談員よりつながった。

先天性の障がいのため、物心

がつく頃には受容していた。

高校入学前に手帳取得し、高校の共

生推進クラスで、通常クラスと支援学

校の両方を経験しながら、得意・不得

意を理解できたのでよかった。

話の内容を忘れないよう、要

点を相手に確認しながらメモ

すること。会社で困った時、

うまく伝えられない時は支援

者へ相談し、対処法を考え

ている。

高校から卒業前に就

業・生活支援センター

へ繋いでもらい登録し

た。

中学の先生に指摘されたことや、

高校の共生推進クラスで学んだ

ことで受容していた。

例え障がい自体が軽くても、特性を

オープンにできると楽だったかなとは

思う。

また学生時代にメモとして携帯を使用

できていれば、どれだけ楽であったか

と思う。

過集中を避け、休憩をとれる

よう、小時間毎に休憩を入

れ、会社へ障がい特性を伝

え、できていない時は声かけ

のサポートをお願いする。

注意散漫になり、周囲を気

にしすぎる部分は、その考え

方を見直すと共に自分を優

先し「余裕があれば困ってい

る人の手伝いをする」ことを

心がけるようになった。

休職し退職後、地域の

障がい者基幹相談支

援センターから就労移

行支援事業所を紹介し

てもらった。自分で見つ

めなおす良い機会とし

て、集団業務かつスタッ

フとの交流の多い今の

事業所を選択した。

幼少期から言われていたことと

や疎外感、周囲と違うと感じ、何

となくは理解していた。親から

「君は他の人の3倍頑張らないと

おいつけない」と言われ指針に

していた。今から思えば勉学に

関しての事だったが、結果何も

かも手につかず過呼吸で動けな

くなった。

就労移行で「100％を常に目指

す必要はない」と言われ、「自分

が他の人より劣っている」「人の

3倍働かなければならない」とい

う思いから解放された。



１７

障がい特性に障がい特性に障がい特性に障がい特性に

気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ気付いたきっかけ

社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの社会人になってからの

困りごと困りごと困りごと困りごと

学生時代の学生時代の学生時代の学生時代の

困りごと困りごと困りごと困りごと

障がい障がい障がい障がい

現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関現在の支援機関

中学の時、通級と呼ばれる

マンツーマンで苦手な授業

を教えてくれる部屋があり、

その先生のすすめで障が

い者手帳を取ることになっ

た。その検査の診断で障が

いの事を知り、調べたとこ

ろ、障がいの特性と一致し

ていた。

卒業後、ハローワークに相

談しA型事業所へ。その後B

型事業所へ。不注意からの

ミス他の利用者とぶつかる

ことがあった。

不注意についてはミスが出

ないように丁寧に行い、利

用者さんとぶつかってしま

うことについては、通る時に

「通ります」と声かけするこ

とを教わり、声かけをして気

をつけた。

小学生の頃から勉強も運動も苦手、

忘れ物、物覚えが悪い。高校でも

苦労した。

忘れ物に対してはランドセルや鞄

の中に全ての教科書等、全て入

れっぱなしにしていた。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

母親からの言葉。

話が合わず、何度も話をし

て理解してもらった。

話が合わない、理解してもらえな

い。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

15歳の時に学校に行くのが

怖い・緊張しやすいという

症状で病院を受診して自閉

症スペクトラム障がいの診

断がついた。

就活で障がい名を出すと受

からなかった。支援機関が

あることを知らす一人悶々

としていた。支援機関に繋

がり、障がいについて考え

ながら就職活動ができた。

初めての場所で不安を感じやすく

修学旅行に行く前に行き渋った。

当日、要所要所で見る手紙を母が

用意してくれ、それを楽しみに読み

ながら過ごしていた。

自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター

障がい特性が書かれた本

を自習、大学の福祉授業

（障がい児、者の授業）より。

また、中学校から薬を大量

に飲んでおり限界で転院。

薬剤師や医師の説明が理

解できず聞き取れなくて、

薬を飲み忘れる日々が続

いた。自分で市役所に行き、

障がい福祉の利用を申し

込み、福祉利用をしていく

中で気づいた。

対人関係（友人、同級生）場面で、

感情コントロールや暗黙のルール

を理解しながらのコミュニケーショ

ン。対処方法がわからず、友人関

係が難しかった。

発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい

就労移行就労移行就労移行就労移行

働いている時に、人事から

病院へ行くように言われた

ことで、2つの病名について

聞いた。

最初は病気に関する知識

が全くなかったことから、受

け入れるのには時間がか

かった。

特になかった。特になかった。

自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい

統合失調症統合失調症統合失調症統合失調症

就労移行就労移行就労移行就労移行

支援機関に通うまでは、障

がい意識はなく、感情のコ

ントロールの難しさなどを

支援者から言われて気づ

き、対処をするために努力

している。

正社員の時にパワハラを

受け、職場でうまくいかな

かった。

勉強面に関しての悩み。コミュニ

ケーション面では特に困り感はな

かった。

広汎性発達障がい症状広汎性発達障がい症状広汎性発達障がい症状広汎性発達障がい症状

原因不明の運動失調症状原因不明の運動失調症状原因不明の運動失調症状原因不明の運動失調症状

B型事業所型事業所型事業所型事業所

小学校で勉強ができなかっ

たこと。

仕事を覚える事や周囲との

関係。家族や職場、支援機

関に相談した。

勉強についていけず宿題ができな

くて泣いていた。親が学校に伝え、

自分に合うレベルのものにしても

らった。

知的障がい知的障がい知的障がい知的障がい

就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター就業・生活支援センター



１８

学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート学生時代に欲しかったサポート

就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、就労まで、就職後、

取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと取り組んだこと

支援機関へ支援機関へ支援機関へ支援機関へ

繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯繋がった経緯

障がい受容の障がい受容の障がい受容の障がい受容の

経緯経緯経緯経緯

学生時代もっと分かりやすく教えて

欲しかった。他の人達は説明されて

すぐに理解できても、私にとっては口

だけでは分かりにくかったので、一度

手本を見せてもらいながら説明して

欲しかった。

社会のマナーや社会性を身

につけるために、職員の方

に色々教えて貰いながら勉

強している。

A型事業所から、B型事

業所に入所し、一度就

職したが、人間関係ト

ラブルにより退職。親

が就労移行支援事業

所を見つけてきた。

障がい者手帳を取得するため

に行った病院で診断してもらい

納得した。

就労移行にてビジネスマ

ナーコミュニケーションの練

習。

支援学校の先生から

の紹介。

支援学校に通いだすことで受

容。

就職を探す時に、支援機関があるこ

とを教えてほしい。サポートがない中

で就労していた時より、支援がつい

ていることで仕事が長続きするきっ

かけになっている。

自分の感情が揺れ動く状況

を自分で理解しておくこと。

何について今怒ってたり悲

しいのか再把握する中で気

持ちを落ち着けるようにして

いる。

コロナ禍に仕事を辞め、

再就職が見つからず

困っていた時に就業・

生活支援センターを

知った。何件も電話し

てすぐには見つけられ

なかった。

診断名がついた当初は安堵し

たが、社会に出て働く中で診断

名で後ろ指をさされる経験も多

く、障がいを憎く感じることも多

い。障がいだけではない色んな

例えや考えを巡らせる中で自

身で折り合いをつけていけたら

と思う。

特にない。今までの私が、今の私に

つながったので。

就労移行支援事業所にて

作業場訓練、企業実習等。

仕事の基礎的なことから障

がいとうまく付き合う方法を

練習した。

大学休学中に、市役所

の紹介で就労移行の

就労アセスメントを受

け、B型を体験したが、

就労移行へ行くことに

した。4年時に退学。

障がい福祉を利用してから、ワ

ンルーム型グループホームさん、

相談支援員さん、JSN門真さん、

訪問看護さんの支援により障

がいを受容した。

就労移行支援事業所で、実

習等を通して自分が就きた

い職種を知り、自分に足り

ないことは何か考えたり、調

査したりしている。またコミュ

ニケーションの取り方につ

いても学んでいる。

主治医より就労移行支

援事業所を紹介されて

存在を知った。その後

自分で連絡をとった。

会社を休職し、病院で医師の先

生方に病気の特徴を聞いていく

うちに受容できた。

B型で感情コントロールにつ

いての話をされ、自分でも

難しさを自覚していたため、

イライラした時などの対処

法や返答の仕方などをス

タッフと話し合っている。

睡眠リズムの乱れ・不

眠が出て、くらしサポー

トセンターに相談し精

神科クリニックを紹介さ

れた。その後B型事業

所へつながった。

精神状態に伴い、身体状態も

悪化しており歩行面などに不安

がでてきたことから受容してき

た。

親や学校が自分のことを理解し相談

に乗ってくれたので良かった。

支援学校や企業実習にて、

教えてもらったことをメモす

る、挨拶、報連相談をできる

よう頑張った。職場では、接

客方法など苦手でわからな

い部分は自分から積極的に

質問し教えてもらい、少しず

つ取り組んでいる。

支援学校の先生から、

卒業前に就業・生活支

援センターへ繋いでも

らった。

家族や学校が自分のことを理

解してくれていたので、難しいこ

とは少しずつ取り組めるよう考

えてもらえていた。
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門真市守口市

門 真 市 役 所 障 が い 福 祉 課守 口 市 役 所 障 が い 福 祉 課
門真市障がい者基幹相談支援センター
えーる守 口 市 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー

ジ ェ イ エ ス ( 相 談 支 援 )シ ュ ポ ー ル （ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー ）

ク ロ ー バ ー ( 就 労 移 行 )う ぃ ず 守 口 ( 就 労 移 行 )

J S N 門 真 ( 就 労 移 行 )ぷ ら す 守 口 ( 就 労 移 行 )

グ ロ ー ア ッ プ （ A 型 ）も り も り 事 業 所 （ A 型 ）

ア イ ・ i （ B 型 ）ス カ ッ ツ （ A 型 ）

サ ニ ー デ イ （ B 型 ）ピ ア て ら す （ A 型 ）

s m i l e  （ B 型 ）く ら し 工 房 け い は ん （ B 型 ）

ソ ラ ― ル （ B 型 ）す み れ カ ン パ ニ ー （ B 型 ）

門 真 市 社 会 福 祉 協 議 会ま ん ま る （ B 型 ）

ハ ロ ー ワ ー ク 門 真パ ザ パ （ 自 立 訓 練 ）

守 口 市 社 会 福 祉 協 議 会

守 口 支 援 学 校
北河内西障害者就業・生活支援センター
わーくぷらす

大阪市寝屋川市

ア ス ク 京 橋 オ フ ィ ス ( 就 労 移 行 )寝 屋 川 支 援 学 校


